
KFC­MESSAGE 2007.02.11

神の国の奥義（４）

＝神の国での私たち②＝

1. 新しい私たちの真理

（A）罪（Sin）との関係（ローマ 5：12）→クラスと実体（オブジェクト/インスタン

ス）

① ローマ 6:18 罪から解放されて、義の奴隷となったのです。

② ローマ 6:22 しかし今は、罪から解放されて神の奴隷となり、聖潔に至る実を得

たのです。その行き着く所は永遠のいのちです。

（B）神の子の立場を経験する鍵：御霊

③ ローマ 8:14 神の御霊に導かれる人は、だれでも神の子どもです。

④ ローマ 8:15 あなたがたは、人を再び恐怖に陥れるような、奴隷の霊を受けたの

ではなく、子としてくださる御霊を受けたのです。私たちは御霊によって、「アバ、

父。」と呼びます。私たちが神の子どもであることは、御霊ご自身が、私たちの霊

とともに、あかししてくださいます。

⑤ ローマ 8:17 もし子どもであるなら、相続人でもあります。

【暗証聖句】

ローマ5：12­21 このようなわけで、一人の人によって罪が世に入り、罪によって死が入り込ん

だように、死はすべての人に及んだのです。すべての人が罪を犯したからです。

しかし、恵みの賜物は罪とは比較になりません。一人の罪によって多くの人が死ぬことにな

ったとすれば、なおさら、神の恵みと一人の人イエス・キリストの恵みの賜物とは、多くの人に豊

かに注がれるのです。

この賜物は、罪を犯した一人によってもたらされたようなものではありません。裁きの場合は、

一つの罪でも有罪の判決が下されますが、恵みが働くときには、いかに多くの罪があっても、

無罪の判決が下されるからです。

一人の罪によって、その一人を通して死が支配するようになったとすれば、なおさら、神の恵

みと義の賜物とを豊かに受けている人は、一人のイエス・キリストを通して生き、支配するように

なるのです。

そこで、一人の罪によってすべての人に有罪の判決が下されたように、一人の正しい行為に

よって、すべての人が義とされて命を得ることになったのです。

律法が入り込んで来たのは、罪が増し加わるためでありました。しかし、罪が増したところに

は、恵みはなおいっそう満ちあふれました。

こうして、罪が死によって支配していたように、恵みも義によって支配しつつ、わたしたちの主

イエス・キリストを通して永遠の命に導くのです。


